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はじめに

海外留学生受入事業は、沖縄県出身移住者の子弟及び歴史的に繋がりの深いアジ

ア諸国から優秀な人物を県内の大学で修学させ、日本・沖縄の文化を理解し県民との

交流を深めてもらうことにより、本県と移住先国及びアジア諸国等との友好親善の推進

に寄与する人材の育成を目的としています。

昭和44年度 (1969年）の事業開始以来、本年度を含め542人の留学生を受け入れ

てきました。留学を修了し帰国した留学生は、沖縄で習得した知識と経験を生かし、様

々な分野において活耀しており、また、県人会活動にも積極的に参加するなど、母国と

本県とのネットワ ーク拡充に貢献しております。

平成20年度は、北米、南米及びアジアの7カ国1地域から10名を受入れ、そのうち7

名が琉球大学、1名が沖縄県立芸術大学、2名が名桜大学において勉学等に励みまし

た。1年間の沖縄滞在を通して、沖縄の歴史や文化等について深く学ぶとともに、お互

いの交流を通して友情を育み、ウチナー ネットワ ークを身近なものにすることができたと

思います。

この報告書は、留学生が沖縄滞在中に感じた日本・沖縄に対する率直な意見や感

想、大学での修業成果等をまとめたものです。学内スピーチ大会や課外活動、沖縄で

の親戚や友人等との交流など、様々な経験を経て成長していく姿を垣間見ることができ

ると思います。本書が、当事業理解の一助となれば幸いです。

当事業実施に当たり、留学生を受け入れていただきました琉球大学、沖縄県立芸術

大学、名桜大学、並びに関係者の方々に対し、心から感謝申し上げます。

平成21年3月

沖縄県銀光商工部長 仲田秀光
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0海外移住者子弟留学生(7名）

・ 沖縄～私のもう一つの故郷～

・ チムグクル
忘れられない日々

．蔓さる舅ら島
・ 沖縄での私の人生で最高の年
・ 沖縄に行こう)
・ 沖縄での体験

0アジア諸国等海外留学生(3名）

・ 私と沖縄
・ 人生の友達ー沖縄
• うちな一の青い空と私の人生
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平成20年度沖縄県海外留学生名簿

1 海外移住者子弟留学生（琉球大学4名）

写 真 氏 名

棚原アリス美紀
ALICE MIKI 
TANAHARA 

林レミ ビクトリア
LEMI VICTORIA 
HAYASHI 

阿嘉新川ディエゴ

アウグスト

出 身 地

カナダ
CANADA 

アメリカ
U.S.A 

ペルー

DIEGO AUGUSUTO I PERU 
AKA ALAKAWA 

喜久山仲宗根明奈
AICTNA KIKUYAMA 
NAKASONE 

ボリビア
BOLIVIA 

2 海外移住者子弟留学生（沖縄県立芸術大学1名）

写 真 氏 名 出 身 地

儀保ダー シー タラ アメリカ
DARCY TARA I U.S.A 
GIBO 

受入大学

琉球大学
共通教育等
科目等履修生

琉球大学
共通教育等
科目等履修生

琉球大学
共通教育等
科目等履修生

琉球大学
共通教育等
科目等履修生

受入大学

沖縄県立芸術大学
琉球芸能専攻
琉球古典音楽コ ース
科目等履修生



3 海外移住者子弟留学生（名桜大学2名）

写 真 氏 名

l:::
゜
ネイロ 上間 エド

アルド 明

EDUARDO AK皿

PINHEIRO UEMA 

根路銘 パウラ スサ

ナ

PAULA SUSANA 

NEROME 

出 身 地

ブラジル

BRASIL 

，アルゼンチン

ARGENTINA 

4 アジア諸国等海外留学生（琉球大学3名）

写 真

唱昏

氏 名 出 身 地

林 陳平 中 国
LIN CHEN PING I CHINA 

宋孫郁

SUNG SUNYOU 

李 侃侃

LEE PEIPEI 

台 湾

TAIWAN 

台 湾

TAIWAN 

受入大学

名桜大学

科目等履修生

（日本語、 日本事情等）

名桜大学

科目等履修生

（日本語、 日本事情等）

受入大学

琉球大学

共通教育等・法文学部

科目等履修生

琉球大学

共通教育等

科目等履修生

琉球大学

共通教育等・大学院人

文社会学科

科目等履修生



沖縄～私のもう 一つの故郷～

棚原 アリス 美紀（カナダ）

私は、 父から県費留学生について話を聞いたりしていたので、 ずっと県費留学生とし
て沖縄に行きたいと思っていました。 また、 仕事もちょっと行き詰った感じがあったの
で、 何か新しいことをやってみたいと思うのと、 一度は生まれ育った街から離れてみな

ければ成長できないとも思っていました。

だから、 それらがタイミングよく絡み合って、 最初に沖縄に来れた時はうれしいと思
うと同時に、 不安がいっぱいでした。 沖縄に来て、 日本語を勉強するのはもちろんだけ

ど、 沖縄の文化や日本文化をもっと知りたいと思っていました。

～大学生活～

最初の頃は、 あまり友達がいなかったので、 電子辞書が私の友達になりました。 特

に、 漢字の授業は苦手だったので、 本当に助かりました。 授業では、 日本語のほかに漢

字や、 作文、 日本事情や沖縄事情なども勉強しました。 中には、絵本を読んだり聞いた
りする授業や、 ニ ュ ー スを発表したりする授業もありました。 また、 授業以外でも、 平

和通りや保育園、 平和祈念公園、 ガマなどの見学も行きました。 これは、 とてもために
なってよかったと思います。 ほかに、 書道、 生け花、 紅型、 ム ーチー作りなども体験さ

せてもらって、 いい経験になりました。
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その他には、 プロジェクトワ ークとしてクラスのみんなで劇をやりました。 自分たち

でシナリオを考えて、 自分たちで演出してやったので、 とてもよかったし、 いい思い出

になりました。 この劇を通して、 みんなととても仲良くなれたので、 忘れられない出来

事になりました。

この大学生活を通して、 多くの先生方にお世話になりました。 その先生方には、 本当

にありがとうございますと伝えたいし、 感謝の気持ちでいっぱいです。 どうもありがと

うございました。
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～スピーチ大会、 弁論大会～

私の大学生活の最後を締めくくるイベントとして、琉球大学の留学生による日本語ス

ピーチ大会に参加しました。 このスピー チ大会のために、多くの時間をかけて練習しま

したが、とても大変でした。 さ らに、外国人による日本語弁論大会にも参加しました。

これにむけて、さ らに発音や強弱などの練習もこなし、とても大変でした。

だけど、この機会を通して自分の日本語はもっと上達したと思います。 また、文章を

覚えるということを通して、 自分の苦手なところや、発音の問題なども見えてきたの

で、今後の日本語生活には本当に役に立つと思います。

～学外の活動・ボランティア～

授業で保育園に見学に行きましたが、その経験を通して、同じ保育園で夏休みの期間
はボランティアをしました。 子供たちの笑顔に触れることは、授業で疲れた私をいやし

てくれたので、良かったです。 また、私の大好きな子供たちといつも遊んだり歌ったり

することができたので、本当に楽しかったです。
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2月には西崎養護学校で交流会があり、 それに参加しました。 障害のある子供たちは
本当にピュアで、 楽しい時間をすごすことができました。

～家族・親戚～

沖縄に来たころ、 私はホー ムシックでした。 だけど、 毎週のように親戚やいとこと会
うことで、 少しは良くなりました。 もし、 いとこや親戚がいなかったら、 私は本当に大
変だったと思います。

私は、 沖縄にたくさん親戚がいます。 その殆どの親戚と会うために、 たくさんの時間
を使いました。 本当に多くて大変でしたが、私の心の支えになっていたので、 本当に助
かりました。 久しぶりに会う親戚や、 かわいい子供たちともたくさんの時間をすごして
きました。 みんな、 本当に家族のように接してくれて、私は本当に恵まれているんだ
な、 と改めて感じました。
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～最後に～

この1年間の留学を通して、 たくさ んの人たちにお世話になりました。 先生方や親戚

•いとこのみんな、 沖縄県、 沖縄県国際交流・人材育成財団の方々、 たくさんの友人な
ど、 みんな本当によくしてくれたので、 感謝しています。 私はもうすぐカナダに帰るこ
とになるのですが、 この経験は一生忘れないし、 かけがえのない思い出になったと思い

ます。 それもこれも、 周りの支えがあったからだと思うので、 ほんとうにありがとうご
ざいました。

これから、 みんな別々の道を進むんですが、 この留学で出会った縁を大事にして、 一
生の宝物にしていきたいと思います。 ありがとうございました。
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「チムグクル」

林 レミ ビクトリア（アメリカ合衆国）

ある日、 父が私にたずねました。

「もし一年間、 学費も生活費も出してもら いなが

ら沖縄に住めるとなったら 、 レミちゃんは興味あ

る？」

私は考えなくてもこの質問の答えは口から飛び出

ました。

「Of course! ただで一年間住めるの？もちろん、 行きたいよ！」

当時、 大学院を卒業したばかりの私は就職することに抵抗があり、 これからどうしようか迷って

いました。 大学で一生懸命勉強して教師免許を得た私であったが、 カリフォルニアの学校のシステ

ムがまだそれほど良くないという現実を知り、 学校で働きたいとは思っていませんでした。 地元以

外で暮らした経験もなく、 自分の知らている世界があまりにも狭くて、飛び出したいと思っていて

もお金もあまりなかった私には海外で暮らすことは遠い未来のようでした。 しかし、 両親が始めた

沖縄物産展のおかげでサンフランシスコ県人会と出会い、 県費留学の存在を知った私は、 迷わず応

募しました。

二00八年、 四月十日、 財団の方々と親戚に那覇空港で迎えら れ、 夢の海外での生活が始まり

した。 この時までの私が知っていた沖縄は、 国際通りから五分、 公設市場から十分という、 祖母が

らしていた那覇でした。しかし、私が暮らす琉球大学の寮は、 聞いたこともない西原町にあって、祖

母の家からバスで四十分もかかると聞いた私はびっくりしました。 親戚は財団の方々の後をついて

車でも那覇から三十分かかる距離を運転しながら言いました。

「まぁ、 私達もここにきたことがないわ。 」

少しびっくりしていた私であったが、 本当に驚いたときは自分の部屋に入った瞬間でした。 床は

板でも畳でもなく、 冷たいコンクリートでした。 机や本棚もありましたが、 事務室や学校の教室で

よく見かける鉄のものであって、 人が普通に生活する空間とは思えませんでした。 夜遅くついた上
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に、次の朝は学校のオリエンテー ションがあったため、私は親戚の家には行けず、その夜から

暮らしました。 コ ンビニで冷やし中華を買い、寂しい、沖縄での最初の夕食をとりました。

この様に、 始めの頃、 私はたくさんのカルチャ ーショックを受けました。 プライバシーがほと

んどない共用のお風呂場には嫌々思いながら行き、母国での家族や友人達に連絡を取ろうと思って

もインタ ーネットが部屋ではつながりませんでした。 車やバイクの運転も禁止されていたため、七

年ぶりのバスで行動する生活にはすぐにイライラしました。 一年の平均気温が二十二、 三度になれ

ていた私の体は、沖縄の夏を初めて体験し、汗疹になってしまいました。 クーラーの無い沖縄の夏

は毎晩寝苦しく、一晩もぐっすり眠ることがありませんでした。

気が付くと、私は不平不満でいつばいになり、置かれた環境の悪さのせいにして、 いろいろなこ

とを中途半端にしていました。せっかく沖縄で出会った新しい友人達や先生方も、私のグチばかり

聞かされ、嫌な気持ちになっていました。自分で希望して留学に来たはずなのに、来た途端に不満

を口に出す毎日を送っていました。県費留学生として県の留学の担当者の方々には、 まずはお礼を

伝えなければならなかったと思いますが、感謝の気持ちより自分の要望や希望ばかりを訴え、国に

いる家族には「早く帰りたい。」と毎日のよう ていました。

でも、そんな私を救ってくれたのが沖縄の「チムグクル」でした。 「チムグクル」とは、沖縄の

方言で「人を思いやる気持ち」を表す言葉です。 私が気付かないうちに人々に嫌な思いをさせ

ている時にも、厳しく、はっきりと私の欠点を指摘してくれたのは、 沖縄で出会った友人や親

戚の人達でし

ある夏の夜、他の県費留学生とおしゃ

べりをしながら時間を過ごしていまし

た。 私はいつものように不満を口に出し

ていました。 すると、ある友達が私に

いました。

「レミ、あなた一人で沖縄で暮らしていな

いんだよ。 僕達も暑さにうなされ、僕達

も共用のお風呂に入っているんだよ。 皆

もレミ と同じように外国から来て、同じ

ように違う環境で生きているんだよ。 レミ ー人じゃないんだよ。」
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この時、 私は恥ずかしくてたまりませんでした。 二十五歳という大人のはずの私が、 子供と

同じように、 私が世界の中心に立っているような態度をとっていたことに言われるまで気付か

なかったのです。 でも、 友人は私のことを思っていたからこそ、 その欠点に気付かせたので

す。 私はこの時から自分の態度や物の考え方を変えようと努力するようになったのです。

また、 親戚にもある時に言われました。

「レミちゃんは財団や県庁の人に留学させてもらって来ているんでしょう？御礼を言う前に要

望ばかり言っていると、 来年からアメリカの留学

生が受け入れられなくなってしまうよ。」

私は感謝の気持ちというものさえ忘れ、 自分の事

ばかりを考えていました。 叔父さんとは血はつな

がっていないが、 叔父さんは私のことを大切な家

族の一員と思って、 叱ってくれたのです。 私はこ

の様に友人や親戚に欠点を指摘されていなかった

ら、 せっかくの沖縄での生活を嫌な気持ちですご

していたと思います。 私のことを思いやってくれ

るからこそ、 厳しいことも遠慮せずに言ってくれたのだと思います。

私は学校や踊りを通して出会った先生や先輩方からチムグクルを学びました。 先生と先輩方

は私の為にたくさんのことを教えてくれました。

学校の先生方はいつも私達、留学生のために

一生懸命でした。 初めて汗疹になった私はどう

したら良いのかわからず、 とても悩んでいまし

た。 担当の先生は私に皮膚科を紹介してくださ

り、 そこに私を連れて行ってくれる人も見つけ

てくれました。 また、 スピー チ大会の準備で

は、 朝の九時から夕方の六時まで、 出場者の指

導をしてくださいました。 家庭を持つ先生方も

いらっしゃるのに、 先生方は私達に時間をくれ

たのです。 このお陰で、 私は特別賞や優良賞等、 良い成績をとることができました。
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私は沖縄に来る前からこれまで、 一年半ほど琉球舞踊を習っています。留学をするというこ

とは、 師匠とはなれてお稽古ができなくなってしまうはず

でした。でも、 幸いなことに、 沖縄には先輩にあたる兄弟

弟子がいました。その先輩は私のために時間を調整して、

毎週土曜日の朝の二時間を私のお稽古のための時間にして

くれたのです。先輩は一度も自分の娯楽のためにお稽古を

中止した事はありませんでした。先輩の指導のお陰で、 私

は師匠と離れてもお稽古を続けることができたのです。ま
IIIllIIIIIIIIIIIIII1,IIIIIII|-IIIIIIIIIIII•― 

た、 お稽古を一緒に受けている仲間には毎回のようにお夕飯を御馳走していただき、 帰りもお

もろ町から寮まで送っていただきました。仲間の優しさがあったから私は夜暗くなってから一

人でバスを乗らずにすみ、 食事も自分では作れない美味しいものが食べられたのです。

人を包み込む沖縄の温かな気持は、 日差しのお陰だけではなく、 沖縄文化にチムグクルの精

神があるからだと感じています。私は

チムグクルの意味と大切さを知ること

ができ、 また、 自分も以前にもまし

て、 人への思いやりの心が持てるよう

になったと思います。

沖縄の穏やかな空気は、 人の気持ち

を自然に和やかにします。この温かさ

の元になっているのは、 過去から現

在、 末来へと刻まれているチムグクル

であり、 そのお陰で私は遠く家族から

離れても、 一 人じゃないんだと思い、 寂しさや苦しさを乗り切れたのだと思います。このよう

に成長できたのは、 沖縄に留学できたおかげです。
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私を最後まで支えてくださった財団

と県庁の方々、 学校の先生方、 そして

親戚や友人の皆様、 心から感謝の気持

ちを伝えたいと思います。 本当にあり

がとう御座いました。 また、 私を沖縄

に送り出してくれたサンフランシスコ

県人会の皆様、 素晴らしい経験をさせ

てくださってありがとう御座いまし

た。 私の留学生生活が幕を閉じます

が、 私の成長はここで終わりません。

この一年間で学んだことが私の糧として、 さらに成長を続けます。 これからは沖縄のことを国

で紹介し、 沖縄との距離をちぢめる架け橋となります。 これは、 私が沖縄で頂いた数多くの経

験の御恩返しだと思います。 一人一人名前を言うことはできませんが、 私の事を見守ってくだ

さった皆様、 本当にありがとうございました。

そして、 大好きな沖縄、 いっペー にふぇ ーで一びる。

10 



忘れられない日々

儀保 ダーシー タラ （アメリカ合衆国・ハワイ）

「おお、 足がしびれてる！ ！ ！」

去年4月沖縄に来たばかりの ころ、 この言葉をよく言いました。 沖縄県立芸術大

学に琉球芸能（古典音楽）を習いに来るの

をとても楽しみにしていましたが、 みんな

正座で授業を受けるとい う事を聞いて、 そ

れだけはそんなに楽しみじゃないなーと思

いました。 大学だけでなく道場に行って

も、 また正座でした。 これを見て、 皆えら

いと思いました！最初は正座に慣れなく
1 l'1, l | I'| | | | I I I I I I | I | I I || I I I I | | I I I’I

’I I I | l l 9 9 9 9 9 9'1'I', 9 |l’l | 9 | 1 1 1, I I I I I I I I I I I I l |
’

| l, I, I I I I | I I I I I I I I I I I I I l l | l 9 | l | l l l I I I I I l | I | I I I | | l l | | 

て、 5分しかできませんでしたが、 だんだん時間がたっとやっとなんとか正座に慣

れました。 ですが正座は私にとって一番のカルチャ ー ショックでした。

五年前沖縄に来た時は日本語を覚えることが一番の目的でしたが、 今回の沖縄に

来た目的は、 琉球芸能（特に歌三線）を習う ことでした。 実際、 大学で琉球古典音

楽を中心に、 さまざまな沖縄の芸能文化を習 う ことができて、 とても楽しい毎日で

した。 大学では、 琉舞、 太鼓、 笛、 胡弓、 三線、紅型の着付け、 髪結い、 琉球史、

琉球芸能史、 詞章研究、 日本語の授業を

受けていました。 この一年に琉球芸能学

科の学内演奏会が3つ、 定期公演が一つ

あり、 全ての演奏会に参加ができて先生

方と先輩方に感謝しています。 いつも

舞台に立つととても緊張しましたが先生

方と先輩方のおかげで無事に演奏がで

き、 とてもいい経験になりました。 舞

台に出ることだけではなくて、 舞台の裏方の仕事も経験ができたので、 裏方に対し

ての仕事も理解する ことができました。 先生方と先輩方が私に舞台の経験をさせて

くれた ことをとても有り難いことです。 先生方から指導を受け、 琉球芸能について

多くの事を学ぶ事ができ、 心から感謝してます。
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また、 大学へ通いながら、 三線の道場にも通っていました。 8月に琉球新報主催

の第43回琉球古典音楽コンク ール三線部門新人賞に挑戦しました。 このために3

ヶ月間ほぼ毎日遊ばず、 稽古場に通いました。 この時期には三線のことばかり考え

て三線のオタ クみたいになっていたかもしれません。 毎日忙しかったが、 今思い浮

かべる といろんな人と出会えたり、 琉球古典音楽についてたくさん習うことができ

たので本当に挑戦して良かったと思います。 また、 先生のおかげで舞台の経験もた

くさんありました。 沖縄に来て、 まさか沖縄

の国立劇場で演奏ができて、 さらに独唱がで

きるとは思ってもいませんでした。 あんな立

派な舞台にめったにたつことができません

が、 先生のおかげでできました。 また、 伊江

島でのチャリティ ー公演に参加するこ と がで

きました。 伊江島にこのような公演はあまり

ないそうで、 たくさんの伊江島の村民が見に来てくれて、 立ち見までもあり、 島の

人にも喜んでもらえて良かったです。 本当に良い思いでになりま した。

沖縄に来る前はハワイで週に2回三線の稽古へ行ぎ、 稽古以外の時、 三線はケー

スの中に入れたままでした。 しかし、 沖縄に来てから、 大学や道場の先輩達がみん

な一生懸命練習をしているのを見て、 自分とのレベルの違いに気づかされました。

また、 色んな舞台も見に行くにつれて、 演奏している人たちに憧れ、 舞台にたって

いる方々のように上手になりたいと思うようになりました。 これからはハワイの人

たちに沖縄で学んだ素晴らしい琉球芸能を広めるために活躍したいと思います。
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高校の時に沖縄に初めて来て、 初めて親戚に会いました。 それまではずっと沖縄

に親戚がいる事を知りませんでした。 その時に 日 本語があまり話せなくて、 とても

残念に思い、 もっと 日 本語が話せたらよかったなと後悔しました。 今回 日 本語で親

戚と会話ができる ぐらいになったので、 いろんな話ができてとても嬉しいです。 沖

縄に来て、 親戚がシー ミ ーやお盆や正月等に呼んでくれて、 とても嬉しかったで

す。 私が生まれた時には祖父母 はもういませんでした が、 親戚が二人の事をいろ

いろ聞かせてくれたり、 二人の古里につれて行ってくれ、 祖先のことを教えてくれ

たりしました。 また、 親戚と会うたびに昔話を聞いたり、 方言を習ったりできるの

で、 親戚に会うのをいつも楽しみにしていました。 初めて会う親戚も多かったです

が、 それだけ親戚が増えて皆と もっと親 しくなって本当に嬉しいです。 沖縄の親戚

が私を暖かく迎えてくれたので、 私も親戚を
一人一人大事にしたいと思います。 ハ ワ イ の

家族と沖縄の家族は言葉が通じないかもしれ

ないけど、 これからは私が二つの家族の架け

橋となり、 いつか家族の同窓会ができたらい

いなと思っています。

今回の留学で 自 分のルー ツや沖縄の芸能、

そして世界の ウ チナー ンチュの事を深く学ぶ事ができました。 三線の稽古で忙しか

つ 7こけど、 稽古場で先生方や先輩達がいつも手伝ってくれたので、 とても安心して

稽古場にいる時に皆と一緒に三線を楽しく習う こ とができ、 足が痺れても、 やって

良かったと思います。 大学でも先生方、 先輩方も親切でいつも丁寧に教えてくれた

ので毎 日 学校に行くのが楽しみでし

た。 また、 問題や質問があったとき事務

所の方々 がよく手伝ってくれて、 と

も有り難かったです。 友達も親戚もい

つもあちこちに連れて行ってくれた

り、 沖縄のことを紹介してくれたりし

て、 沖縄での生活は充実していました。
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こ の一年間本当 に毎 日 楽 し く も あ り 、 毎 日 少 しずつ新 しい事を見つ け ま した。

こ の一年に経験 した事は全て、 沖縄県、 沖縄県国際交流 ・ 人材育成財団 を は じ め 、

ハ ワ イ の県人会、 先生方、 沖縄県立芸術大学、 親戚、 家族、 友達のおかげだっ た ので

心か ら 感謝を していま す。 沖縄で出会っ た人達、 沖縄で経験 し た こ と 、 沖縄で習っ た

こ と 一生忘れません。 ま た沖縄に来 ら れて本当 に 良 か っ た です。

県費留学生の中 に皆色んな国か ら 来て、 本 当 に 「世界の ウ チナー ンチ ュ だね ！ 」 と

思 っ て皆 と 交流 した り 仲良 く した り 、 ハ ワ イ に

帰っ て も 、 こ の世界の ウ チナー ンチ ュ ネ ッ ト

ワ ー ク を続け る よ う にみんな沖縄と それぞれの

国の架け橋 に な っ て沖縄で学んだ こ と を広め

た い と 思います。

ィ ッ ペイ ニ フ ェ ーデー ビタ ン ！
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は じ めに

かな ち ゅ しま

愛 さ る 美 ら 島
っ ぇ ま

ピネイロ 上間 エドアルド あ計 （ブラジル連邦共和国）

「沖縄に行っ て 、 もっ と沖縄文化と歴史、 特にうちな一 ぐちを学び、 自 分のルー ツ を探
り たい。 」 というのは、 沖縄への留学に応募する き っ かけで し た。

ブラジルが、 世界の民族が集ま っ た国です。 それは、 も し か し た らブラジルの最も代表
的な特徴だと言いま す。 ポルトガルを は じ め、 日本、 ドイ ツ 、 イ タ リ ア、 ポーラン ドな ど
から色んな人 が はる ばる南米にあるブラジルに渡 り ま し た。 うちな一 んちゅは、 自 分のお
金を稼 ぐ夢だ けでな く 、 自 分の魂を持っ て行き ま した。 ブラジルヘ沖縄を持っ て行き ま し
た。

その移民 した人の子孫 は、 そ ういう魂 を受 け継いで、 チャ ンプルーの文化の 中 で育てら
れ、 ブラジル人であ り ながら、 うちな一んちゅ でもある強い意識を持つ よ うにな り ま した。

と こ ろ が 、 ルー ツ に遡っ た ら 、 今のうちな一んちゅ の子孫は海の彼方 を越 える歴史 を持
っ ている こ とが分かる こと が で き ま す。 したが っ て、 自 分のオ リ ジ ンが分かる た め に 自 分
の母国の知識だけ は足 り ません。 祖先のふる さ との知識も必要にな り ま す。

私の場合は、 かつての琉球王国である沖縄の子孫ですから、 子供のと き から沖縄に興味
が あ り 、 一所懸命その地の文化 を学びたいと決意 しま した。 親戚と か、 書物とか、 イ ン タ
ーネ ッ トな どから沖縄を学び始 め ま し た が 、 本から得られない知識 を身につける た め に、
実際に海を渡らないといけないと分か り ま した。， そ れが、 来沖 し た く な っ た き っ かけです。

沖縄県国際交流 ・ 人材育成財団の皆様方 を は じ め 、 沖縄県、 ブラジル沖縄県人会の皆様
方、 ま た 、 ブラジル沖縄県人会 ・ ブラジ リ ア支部の皆様方に、 ブラジルにいる うちな一ん
ちゅ の子孫が沖縄に留学でき 、 誠にあ り がとう ご ざいますと 申 し上 げたいと思いま す。

名桜大学

名桜大学は山原にあ り ま す。 名護市の北部にあ っ て 、 私のルー ツ のふる さとである今帰
仁村が近いです。 名桜大学を選んだ理 由 はそれです。 山原の生活 を体験 し 、 今帰仁村も訪
れたいと思っ て 、 名桜大学に しま し た。
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名桜大学の入 り 口 で

目 的は 3 つ あ り ま し た。 1 つ 目 は沖縄についての勉強をする こ と 、 2 つ 目 は 自 分の 国 を
紹介す る こ と 、 そ して 、 も っ と 重要な 3 つ 目 は、 今沖縄に い る う ち な一 んち ゅ の皆 さ んに
沖縄は盛んにア メ リ カ 大陸で生き てい る こ と を ち ゃ ん と 伝え る こ と です。 地球の裏ですが 、

罪芯 は一緒です。

沖縄で三線を弾いて い る

ん じま く と う ば わ く に わ

ブラ ジルで琉球民謡の披露

「生ま り 島 ぬ言葉 忘 し一んね ぇ ー、 国 ん忘 しゅん」

沖縄の こ と わ ざです。 「ふ る さ と の言葉を忘れた ら 、 国 も 忘れ る 」 と い う 意味が あ り 、
語はあ る 国のアイ デンテ ィ テ ィ を表す も の だ と 言いま す。 今 の 沖縄の共通語は 日 本語です
が、 元々 は琉球語 と い う 言葉が あ り ま した。 日 本 と 併合の と き か ら 、 だんだん と う ち な一

んち ゅ が 自 分の母国語を忘れて行き 、 日 本語が徐々 に沖縄の 日 常会話の 共通語にな っ て し
ま いま し た。
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「島言葉は、 沖縄の宝物です。 維持だけでなく、 復活 しないといけない」 とい う 考え方
を持ち、 う ちな一 ぐ ちの勉強を始めま した。

琉球語についての書物

たぶん将来、 ブラ ジルだけでな く 、 う ちな一 ん ち ゅのい るとこ ろ に う ちな一 ぐちを広め
て行こ う と思っ ています。

首里城 守礼の門
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ルーツを探る — 今帰仁村

前述 どお り 、 私 のルー ツ が 山原地方の今帰仁村に あ り ま す。 祖父母は、 今帰仁 生ま れで
した。 祖母は字今泊出身で、 祖父は字平敷出身で した。

2 0 0 8 年に、 ブ ラ ジル 日 本移民 1 0 0 周年の こ と で 、 今帰仁村長 と 今帰仁役場の一行
が ブ ラ ジルを訪れ、 名桜大学に ブ ラ ジルか ら の今帰仁の子孫で あ る 県費留学生が い る と 分
か る よ う に な っ て 、 ま た沖縄に戻っ た後、 「そ の県費留学生を探 さ ない と だめ 」 と 村長が決
意 し た ら しいです。

2 0 0 8 年の 1 0 月 ぐ ら い、 今帰仁役場 か ら連絡が来 て 、 村長が 私 と 会い た い と 言われ
て、 心か ら嬉 し く な り ま し た。 「やっ と 今帰仁で交流する 」 と い う 考え が頭の 中 で浮かんで
い ま し た。 そ の 時 か ら 留学の終わ り ま で、 し ょ っ ち ゅ う 今帰仁に行っ た り 、 村民 と い ろ ん
な交流を し た り し た ん です。 だが、 祖母の 出身地で あ る 今泊 を訪れ る チ ャ ン ス はな く て、
ち ょ っ と 残念だ と 思っ ていま した。

祖母の 出身地を訪れませんで し た が 、 祖父の 出 身地で あ る字平敷に よ く 行き ま し た。 そ
こ に、 公民館が あ っ て、 地元の人 と 交流でき ま した。 親戚の 同級生、 父 の ま た い と こ と か、
自 分の家族に近い人 と 出会 っ て 、 心 が感動 し ま し た。 「今帰仁 はやは り 自 分 の ふ る さ と だ」
と 分かっ て 、 自 分の家族の歴史を学ぶ こ と がで き ま し た。

平敷公民館の前 平敷公民館 — 今帰仁村長 と の写真

親戚 と 一緒
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今帰仁村役場か ら 、 新年会で三線を演奏する た め に招待 さ れ、 沖縄民謡 を披露 し ま し た。
数週間 あ と 、 新聞 に載っ て い ま した。

今帰仁村での新年会について の新聞 の記事

名護桜祭 り ーニ見情話大会

2 0 0 9 年 1 月 の下旬 ぐ ら い 、 名 護桜祭 り が 開催 さ れ、 二見情話大会 と い う 沖縄民謡の
大会が あ り ま し た。 私 と 名桜大学の教授であ る キ ャ ロ ラ イ ン ・ レイ サ ム先生 と 一緒 に 出 て 、
最優秀賞 を も ら う こ と に な り ま した。

初 めて外国 か ら の方が優勝 し た た め 、 私 た ち 二人 はた く さ んほ め ら れて い ま し た。

二見情話大会について の記事 — 左側 沖縄タ イ ム ス →私についての記事
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いちゃ り ば、 ち ょ ーで一

直訳 したら、 「会 え ば、 兄弟。 」 と いう意味にな り ま すが 、 もっ と 深い意味を持っ ている
一番代表的な沖縄の こ と わ ざだ と 言います。

自 分のルー ツ を探る だけでな く 、 各国のうちな一 んちゅ の子孫 と 地元のうちな一 んちゅ
と仲良 く しま し た。 私たちの国は大分離れていま すが、 心が一緒だ と 分かる こ と ができ ま
した。 自 分たちのルー ツ を忘れずに、 作 っ た絆 を 最後 ま で守 り 、 国にうちな一 んちゅ と し
てのプライ ド を持ち帰 り ま す。

留学生パーテ ィ ー 留学生セ ン タ ーの友だち

オリオンビール工場 各市町村の留学生のビーチパーテ ィ ー

沖縄、 い っ ペーにふ ぇ ーで一びーる ！
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沖縄での私の人生で最高の年

阿嘉 新川 デ ィ エ ゴ ア ウ グス ト （ペルー共和国）

こ の夢か ら覚めた く な い。

ペルー 、 2 0 0 8 年 3 月 1 1 日 、 仕事の最中、 あ る メ ールがパ ソ コ ンに届きました。 “ディ
エ ゴ、 奨学金が認可 さ れた よ ～、 沖縄に行 く 準備を してね’'。 沖縄に行 く こ と が決ま り ま し
た。 す ぐ に、 お母 さ ん に電話 し ま した。 私が今でも印象に残ってい る こ と は、 お祖母 さ ん
の反応です。 お祖母 さ んは泣きなが ら “おめで と う’' と 大きな声で言って、 私を抱 き し め

した。 その時に私は、 こ れか らお祖母 さ んの故郷に行 く と いうこ と をはっき り と 認識 し
ました。 しか し、 その所は どんな所か全 く 知 り ませんで した。

“一石二鳥”。 こ の奨学金を受けた の に は、 二つの大き な理由があ り ます。 まず、 私がペル
で翻訳の仕事を していて、 ペルー に帰った時に 日 本語で翻訳が出来る ように、 私の 日 本

語能力を上達さ せ る 必要があったか ら です。 そ して、 私は 日 系三世な の で、 ずっ と 前か ら 、
いつか沖縄に行きた い と 思ってい たか ら です。 私のお祖母 さ ん と お祖父 さんた ち のふ る さ
と を 自 分の 目 で見たい と 願っていま した。

去年の 4 月 1 5 日 、 沖縄の土を踏ん だ瞬間か ら こ の夢が始ま り ま した。 そ の 時か ら 、 沖縄
は こ んな に素晴 ら しい場所 と 言うこ と が分か り 始めま した。 暖かい気候で居心地が よ く 、
さ ら に皆が親切で、 まる で、 地上の楽園の よ うな気が します。 飛行機か ら こ の地に 降 り た
時に、 「最高の 時間を過 ごそう、 沢山友達を作って、 沖縄の全てを学ぼう」 と 自 分に言っ
こ と を今でも覚 えています。

首里城 平和記念公園

沖縄に来る と す ぐ に授業が始ま り ま し た、 よ り 深 く 沖縄の 文化や歴史伝統について学んで
来ま した。 授業の雰囲気 は と ても良 く て、 面 白 く て、 ク ラ ス全体が積極的な感 じ で した。
そ して、 先生方は と ても優 し く フ レ ン ド リ ー で、 私は本当 に恵まれてい る 所 に い る と 感 じ
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ま し た。 授業の 中 です ぐに全て の ク ラ ス メ ー ト と 親 し く な り ま し た。 皆 と 初 め て逢っ た の
はほん の数か月 前 な の に 、 ずつ と 昔か ら知 っ て い る よ う な気が し ま し た。 前期の授業で一

番良かっ た こ と は ク ラ ス メ ー ト の皆で 「 幸せっ て何 ？ 」 と い う 劇 を し た こ と です。 皆で 2
ヶ月 か け て 、 話 し合 っ て 、 ス ト ー リ ー を 考 え て 、 練習 を し ま し た。 発表 し た時 に は最高 に
盛 り 上が っ て皆で感激 し ま し た。 前期 に勉強 し て い た間 に 見学 も し ま し た。 ク ラ ス の 皆で
糸満平和祈念公園 と 沖縄の南部に あ る ア プチ ラ ガマ に行き ま し た。 そ の お かげで沖縄戦の
こ と について深 く 学びま した。

それか ら 、 夏休みが来て、 本土へ行っ て来ま した。 そ こ で親戚や友達 に あ っ て 、 本 当 に
本土で素晴 ら し い 3 週 間 を過 ご し ま し た。 そ し て 、 色んな所に行っ た の で、 日 本について
さ ら に詳 し く な り ま し た。

後期の授業が始ま る 前に、 ま たそ れぞれの プ ロ グ ラ ム か ら 新 し い留学生が来ま し た。 皆

と 交流が出来て 、 良 かっ た と 思いま す。 私の世界はま た広が っ て い き ま し た。

後期 と い え ば、 ス ピーチ大会です。 後期が始ま っ て 間 も な く す る と 、 先生に ス ピー チ大
会 に 向 け て の作文を 書 く よ う に言われま し た。 大会に成功す る た め に一生懸命作文を 書い
て、 覚 え て 、 先生 と 一緒に練習 を し ま し た。 2 月 に開催 さ れる ス ピー チ大会 に参加 し て 、
と て も 良 い経験にな り ま し た。 ぞし て 、 授業で習 っ た こ と

＇

は と て も 面 白 く て 、 本当 に い い
思い出 に な り ま した。 私が 日 本文化で一番興味を持っ て い る こ と は、 漢字です。 書道は初
めての体験で し た ので、 楽 しみ な が ら 、 そ し て緊張 し な が ら筆を持 っ て漢字を書き ま した。
それか ら 紅型や生花、 ム ー チー の 作 り 方 も 習 い ま し た。 後期 に も ま た 見学に行 き ま し た。
今回は、 那覇の公設市場に行き ま した。 そ こ では、 カ ラ フルな魚や豚の顔が売 ら れて い て 、
と て も 面 白 か っ た です。 先 生 か ら 沖縄の伝統的な食べ物 を方言で書かれた 紙 を配 ら れて 、
みんなでその食べ物 を探 し に行き ま し た。 「 さ ーた一 あ ん だ ぎー」 と か 「 ち ら が あ 」 です。

そ して 、 組み踊 り を 見 る た め に 国 立劇場お き な わ に行 き ま し た。

紅型
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勉強以外に、 沖縄の色んな所に行っ て き ま し た 、 例 え ば、 世界遺産である首里城と斎場
御獄、 そ して 、 美ら海水族館、 米軍基地にも入る事 が 出来ま した。 ビギ ンのライ ブと、 2
月 にな っ て、 野球の キ ャ ン プに行き ま し た。 し か し、 沖縄で一番驚いた こ と は 、 自 分の名
字と同 じ名前の島 が ある ことで した。 自 分の島に友達と一緒に上陸 し ま した。

阿嘉島 米軍基地

こ の一年間、 沖縄に滞在 し ていた夢の よ うな日々 を 、 一日も無駄に し ない よ うに毎日
一生懸命過 ご し ま し た。 そ の結果、 い ろ んな国の友達が た く さん出来て、 そ して 、 言葉だ
けではな く て 、 沖縄の文化や伝統も学んで、 と ても、 と ても満足 し ています。 こ の夢から
覚 め た く ないけれど、 私はた く さんのもの を得てペルーヘ帰 り ま す。

沖縄県国際交流 ・ 人材育成財団の皆様、 沖縄県庁の皆様、 琉球大学の先生方、 そ し て 、
ペルー沖縄県人会の皆様、 沖縄で出逢 っ た友達の皆、 本 当 に あ り がとうご ざいま し た。 心
よ り 、 感謝 しています。

みなさんのおかげで、 私にと っ て 、 こ の一年は人生の 中で最高の年にな り ま した。
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沖縄に行こうi

喜久山 仲宗根 明奈 （ボリビア共和国）

三線、 エイサー、 ウチナーそばもウチナーグチも私の周りには 「沖縄」 が溢れてるのに、私は本
の沖縄を知らない。 日 本の裏側にある「もう一つのオキナワ」で私はそんなことを考えることが多

くなっていました。
「う ～ん・ ・ やっぱりボリビアで生まれても心はウチナーンチュー ！ ！ 沖縄に行こう ！ 」
こうして私は沖縄を知るため、 そして、 じいちゃん、 ばあちゃんの故郷をこの 目 で見たいという思い
を胸に、 留学を決意したのでした。

父ちゃん、 固ちゃん … 。

忘れもしない4月16 日 。
2日 かかってやっと沖縄に到着。 那覇空港では財団の方々 、 そして久しぶりに会う親戚の方た

ちが出迎えてくれました。
「わっほ～い。 来ちゃいましたよ、 沖縄 ！ ！ これからどんな楽しいことがあるんだろう ！ 」
そんなことを考えながら、 早々と車に乗り込み、 いざ ！ 琉球大学へ ！

「看板全部、 日 本語じゃん・ ・ ・ 。 あ。 自 動販売機だー ！ ！ ！ 」と車の中でもはしゃぎにはしゃい
で、 琉大の寮に到着。 色々と場所や規則などを説明してもらい、私がこれから一年間を過ごす部
屋へと案内してもらいました。
「キッチンは共同か～。 おお、 リビングもあるんだ。 」

山さん、 ここが部屋ですね。 」
「あ、 はい、 ありがとうございます。 」
そう言って部屋をのぞくと… 。
「でっ ？ ！ ちっちゃ ～い …ですね ・ ・ ・ ははは … 」

私の想像をぜっするほど寮の部屋は狭かったのです。 本当にびっくりしました。

それから親戚のおじさん、 お ばさんと食事をして寮に帰って、 お風呂 に入るために少し離れたお
風呂場へ。

カルチャーショック ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！ 

「温泉 ？ ！ なんでみんなで一緒にお風呂 に入るの ？ ！ 」
そうなのです。 寮のお風呂は、 温泉のよう にみんなで一緒に入らなければいけなかったのです。

その夜。
私は、 はじめて不安を感じてホームシックになりました。
「父ちゃん、 母ちゃん…これから一年あたし大丈夫かな・ ・。 」

こうやって私の留学生活は始まったのでした。
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沖縄に来て何回叫んだことでしょう。
「海～ ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！ 」
本つつつ当に綺麗な沖縄の海。

ボリビアには海がないので、 はじめて沖縄の美ら海を見たときの感動は計り知れないものでした。

友達と何度もビーチに行ってはバーベーキューをしたり、 ビーチバレーをしたりと楽しい思い出
がたくさん ！ 写真ではわからない潮の香りや海の色。

viva! ！ ！ ！ 美ら海 ！

出会って、 繋がっていく人間の輪。

気づけば夏が過ぎ、 秋が過ぎ、 短い冬が過ぎて、 春。
もうすぐ留学生活も終わろうとしています。 そしてさらに気づけば、 沖縄に来てからたくさんの出会
いがありました。 同じ留学生仲間、 時々 怖いけどいつでも生徒のことを一生懸命考えてくれる先生
方。私はたくさんの人たちに支えられてすごして来たこの一年間に今更ながら感謝の気持ちでい
っぱいです。 ありがとう、 という言葉だけでは全然たりません ！

’'世界はとてつもなく広い。 そして世界を知れば自 分が変わる。 ”
今回の留学で私が学んだことです。
一つの場所に文化も違う、 言葉も違う何力国もの人たちが集まり、 交流の輪を世界に広めていく。
こんな経験滅多にできません。
そんな貴重な経験をさせてもらった私は非常に「ラッキーでハッピー；じやあ～りませんか ！ 」

と思うのです。
今まで出会った一人一人にイッペー ニフェーデービル ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！ 

～美ら海～ ～大好きオリオンビールi~
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～沖縄名物キンタコ ！ ～ ～紅型づく り～

～留学生祭り ～

最高の思い 出をあり がとう ！ ！ 
GRACIAS PARA TODOS! ! !  
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沖縄での体験

根路銘 パ ウ ラ ス サナ （アルゼ ンチン共和国）

「ま だ信 じ られない」 、 一年間沖縄に居ま した。

一年前に私に は他の生活が あ り ま し た。 あま り こ の 島の文化 と 気持 ち は分か り ま せんで し

た。 私は 日 系人ですが、 家で 日 本語は話 し ません し、 日 本の文化 は あ ま り 分か り ま せんで

した。 で も アルゼ ンチ ンで卒業 した後、 日本に興味を持ち ま した。

「家族の故郷 を知 り たい、 日 本語を習いた い」 日 本に行 く 事が一番いい方法だ と 考 え ま し

た。

沖縄に行き た く な り ま した。 な の で、 行 く 方法をずっ と 探 しま した。

アルゼ ンチンに あ る 沖縄アルゼ ンチ ンセ ン タ ーで県費留学生シス テ ム を見つ け ま し た。 い

いチャ ンス だ と 思いま した。

今経験 し た後、 よ く 分か り ま す。 本 当 に来て よ かっ た と 思い ま す。

私が来た と き は 日 本語はあま り 出来ませんで した。 ま だ上手では あ り ま せんけ ど、 少 し

話せ る と 思いま す。

私のおばあち ゃ んは 日 本語を話 し ま す。 私は来 る 前 に お ばあ ち ゃ んの言 う 事が あ ま り 分

か り ま せん で した。 今 は毎月 アルゼ ンチ ン に電話 を し ま す。 おばあ ち ゃ ん と 日 本語を話 し

ます。

こ れはな に よ り も 嬉 し い こ と です。

又、 日 本語だけ じ ゃ な く い ろい ろ学びま し た。 名桜大学で 日 本語 の ほ か に 、 日 本事情、

琉球舞踊 、 バ ド ミ ン ト ン、 英語の授業に参加 し ま した。 又名 桜大学のサ ー ク ルで合気道、

生け花、 エイ サー 、 パ ッ チ ワ ー ク に参加 しま した。
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色々な活動にも参加をしました。 例えば、名桜祭り、名護桜祭り、名護家庭料理フ ェ ア、

カデナスペシャ ルオリ ン ピ ッ ク、 盆踊りでエイサーを踊りました。又那覇で日本語弁論大

留学生パーテ ィ ー 、 名護交流会館のクリスマスパーテ i ーで MC をしました。

の八 月 はア ルゼンチンで 沖縄県人の移民百周年記念式典がありました 。 そのとき

に、名護交流会館で、ア ルゼンチン ・ ブラジ ルの移民、文化についての説明を しま した。

去年はア ルゼンチン日系人にとって大切な年でした。ア ルゼンチンですばらしい祭りがで
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き ま した。 皆 さ ん と ても感動 し て い ま し た。

又、 名 桜大学の英語の授業で英語でアルゼ ンチ ン の紹介を し ま し た。 フ ォル ク ロ ー レはア

ルゼ ンチンで伝統的 な踊 り です。 何回 も 名護交流会館で、 名桜大学のイ ベ ン ト や、 英語 と

日 本語弁論大会でフォルク ロ ー レ を踊 り ま した。

一番 よ かっ た の は、 名護交流会館で行われた、 「ブ ラ ジル、 アルゼ ンチ ン フ ェ ア」 で私 が

教えた フ ォル ク ロ ー レ をみんなで踊れた事が と っ て も 印象的です。

自 分の 国の踊 り を他国の 人 と 踊れた事は、 と て も い い経験に な り ま した。

日 本の文化 も と て も よ く 学びま し た。 天気の場合だ と 沖縄は夏に な る と と て も 暑いです。

時差は 1 2 時間 の差が あ り ま す。 食べ物は と て も お い しいです。 飲み物は泡盛 と オ リ オ ン

ビール が と て も おい し か っ たです。 景色は と て も美 しい と 思い ま した。 それだけではあ り

ま せん。 こ こ の人々 は と て も親切だ と 思いま す。

アルゼ ンチ ン で は感情表現を 常 に豊か に し て い ま すが、 日 本人 は相手の こ と を た て る行

動を していて と て も謙虚だ と 、 見ていて感 じま し た。 ま た、 アルゼ ンチ ン と 日 本 も 違 う と

思いま すが 、 沖縄 と 内地 も 違 う と 思い ま す。

夏休みの と き 、 3 週間 内地に旅行を し ま し た。 素晴 ら しかっ た です。 東京 、 鎌倉、 富士

山、 京都、 大阪、 神戸、 奈良、 広島、 宮島、 長崎、 福岡、 徳島 に行き ま し た。 と て も いい

経験で し た。
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3 週間 の旅行の あ と 沖縄に帰っ て き て 、 内地の人々 と 沖縄の人々 は な に か違 う と 実感 し
ま し た。 内地での 3 週間 は と っ て も 楽 し く 、 日 本の さ ま ざま な 文化を知 る こ と が出来、 新
しい発見を し て き ま し た。 そ の あ と 、 沖縄に帰 る と 、 沖縄 ど 内地の空気が違 う 事に気がつ
き ま し た。 沖縄の人は よ く 笑い、 ゆ っ く り し た 空気や壮大な 自 然、 多 く の暖かい人々 、 沖
縄の よ さ を改めて知る こ と が 出来ま し た。 こ の よ う な点 はアルゼ ンチ ン と 似て い ま す。

それか ら 、 私 自 身は 日 本に来た の は初 め て です。 だか ら 沖縄に来た の も 初 め て です。 こ
こ へ来て、 う ち な一の親せき と 会っ た こ と も 初 めて です。 た く さ んの親せき に あい ま した。
と っ て も 身近な存在だ と 感 じ ま し た。 沖縄で、 親せき と であ っ た事に よ っ て 、 多く の ’' 沖縄
“ を知 る こ と が で き ま し た。 今ま で知 ら な かっ た こ と 、 た と え ば、 お ばあ ち ゃ ん の 習慣、

生活、 戦争の こ と 、 多 く の文化 と 歴史 を待っ た こ の 島 を 、 今は私の故郷だ と 思っ て い ま す。
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ずっ と 1 年間沖縄にいたので、 今は沖縄に興味が ある だ け でな く て 、
’'気持ち’' が あ り ま す。

「 し ま ん ち ゅ ぬ宝」

今 は こ の気持ちが分か り ま す。

どうもあ り がと う ご ざいま し た。
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私 と 沖 縄

林 陳平 （中華人民共和国）

2008 年 4 月 17 日、 主人と幼い息子と離れ、 私は、 憧れの日本留学の夢を抱え て 中国福

建省から沖縄にやっ て き た。 「烏兎忽々 」 との言葉がいっ た よ う に、 到着 し た ばか り の不

安やホーム シ ッ クは ま だ昨日の こ とかの よ うに鮮やかに覚えているが、 既 に 「 さ よ うなら」

を言わなければならない時にな り 、 こ の貴重な一年間は過 ぎ去 っ ていっ た。

こ こ に、 琉球大学での留学生活を勉学、 交流、 体験、 生活と 四つに分け て ま とめていき

たいと思う。

ー、 勉学方面

勉学方面では、 前学期 は日本語を 中 心に講義を受け、 後学期 は日本文学な ど を 中心 に 講

義を受けていた。

前学期の日本語の勉強では、 日本語IIIA、 日本語111 B 、 日本語III C 、 日本語 V 、 沖縄事

情 I 、 日本事情 I といっ た六つの コ ースを受 けていた。 各科 目 の成績は皆 A で、 履修単

位合計 10 単位であ っ た。

留学に来る前に、 私は 中国で日本語教師と し て働いていた が、 やは り 前期のそれらの コ

ースを通 して、 自 分 自 身の日本語力 、 及び、 日本語教授力 を大幅に高めて き たと思う。 E

本語教師を経験 した こ とから言 え ば恥ずか しいが、 私は、 金城先生の講義 を 通 して、 漢字

を更に真面 目 に書ける よ う にな り 、 赤嶺先生の講義のお かげで、 似た言葉 を よ り ．うま く 使

い分けられる よ うになっ ている。 ま た、 日本事情の講義で、 日本社会の深層文化が よ り 分

かる よ うにな り 、 沖縄事情の講義で、 沖縄の歴史や伝統や現状の認識が空 白 からだんだん

豊富になっ て き た。 日本語力や日本文化、 沖縄文化の知識を教わ っ たと同時に、 先生たち

のそれぞれの真面 目 な教え方、 オリジナルな活発な教授法 も 教わ っ た。 例 え ば、 ケリ先生

や東先生の講義 中 のグループの分け方や、 学生の間の コミュ ニ ケ ー シ ョ ンのや り 方な ど

も 、 今後日本語教師をや り 続ける私にと っ て、 大変貴重な参考になる。

後期、 指導教官の許可を得て、 私は法文学部の講義を受 ける よ う になっ た。 日本文学概

論 II 、 日本古典文学講読 II 、 日本文学史 II 、 日本近現代文学演習 II 、 日本史史料講読 II 、

日本史概論 II 、 日本語史といっ た七つの コ ースを修了 し た。 各科 目 の成績は日本文学概論
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II が B で あ る 以外、 皆 A で あ る 。 履修単位が 14 で あ る 。 そ の ほ かに、 教育学部の 国文学

の講義 も 聴講 し た。

文学関係の各 コ ース を通 して、 私 は 日 本の文学の研究現状が少 しずつ分かっ て き た。 し

か し、 面 白 く 思 っ て い る のは、 教育学部の国文学の研究方法 と 法文学部 の 日 本文学の研究

方法 と はだいぶ違っ てい る と こ ろ で あ る。 国文学のや り 方は私の今ま で慣れて き た実証的

な研究方法であ る が、 一方、 日 本文学の研究では、 西洋の 新 しい文学批評理論がた く さ ん

取 り 入れ ら れてい る 。 正直 にい う と 、 私 に と つ て 、 それ ら の西洋の理論 を理解する の は大

変辛い こ と であ る 。 けれ ど も 、 日 本人学生はそれ ら フ ー コ ー の理論や、 ジ ェ ンダー の 理論

を使っ て、 日 本文学作品 を読むの は と て も 上手に見えて、 さ すが に 日 本社会は国際意識が

高いな あ と つ く づ く 感心 した。 文学批評理論は な かな か う ま く 理解でき ない が 、 それ ら の

文学方面の コ ー ス や 日 本歴史な どの コ ース を通 し て 、 日 本文学に対す る 認識が深ま っ て き

た。

上記の よ う に 、 前期 の 日 本語 中心の勉強 と 後期 の 日 本文学中心の勉強 を 通 して、 私 は こ

の度の留学の最大の 目 的 を達成 した と 思 う 。

二、 交流方面

せっ か く 中 国福建省の姉妹都市で あ る 沖縄に来た ので 、 将来福建省 と 沖縄県 と の 間 の架

け橋になれれば と 思っ てい る私 は、 沖縄を も っ と 理解する た め に、 大学での沖縄事情 な ど

の勉強の ほかに、 積極的 に地元の人た ち と の 交流活動 に参加 していた。

財団のお蔭で、 私たち県費留学生はい ろ い ろ な交流活動 に出 る こ と が で き た。 「市民の

タベ」 において、 留学生を通して市民 た ち は各 国 と の相互理解を深め る 意欲が深 く 、 印象に

残 っ た。 「移民の 日 」 で は、 中 国出身の私はそ のイ ベ ン ト と は 関係ない よ う に見え る が、

招いていただいて、 近代百年来の沖縄の移民の歴史がゼ ロ の 印象か ら 、 ま さ か こ ん な に遠

く て た く さ んの 国 に移民 し て い た の か の よ う に頭の 中 に強 く 刻 ま れて き た。
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財団以外、 大学側 も 積極的 に留

学生と 地元 の 小 中学校 と の 交流

活動 に励 んでい る 。 そ して 、 私は

小禄 中 学校一年 の 子供た ち と 交

流 した。 わずか 2 時間 ぐ ら い の短



い時間の交流であっ たが ； 小禄中学校の子供たちの真面 目 な勉強ぶ り や、 各 自 披露 し

意な隠 それぞれの夢の素晴 し さに、 感心 し た。 子供たちの可愛い笑顔に よ っ

自 分の幼い時の光景が 目 の前に浮かんでき て、 懐か し く 思っ

ま た 、 財団や大学のお蔭で参加 した各活動の ほかに、 個人的において 、 私は よ く

会」 とい う 中国に大変興味を

持 っ て い る 沖縄の方々 か ら

成 っ て いる 団 体 と の 交流会

に参加 し た。 その交流会に初

め て 連れて行っ て い た だ い

たのは、 右の写真の新崎先生

である。 先生は八年 ぐらい前

に 中 国で 日 本語教師と し て

私を教えていた。 卒業 し た後、

先生と で会 っ た こ と

が一度 あ っ た が 、 ま さか沖縄で再会するとは、 夢にも考 えなかっ た。 それを き っ かけ に し

て 、 私は沖縄の方々 との交流が 日 常的に私的 に 見え て いる が 、 建前抜き の本音での交流を

する こ とが でき て いる。 「長城会」 は月

互いに 中 国の こ とと、 沖縄や 日 本の こ と

中 国人留学生を招いて交流 し て いる が 、 お

し合い、 楽 し い雰囲気の 中 で相互理解を進め

て いる。 お蔭様で、 私も沖縄について更に深 く 理解する こ と ができ る よ う になっ た。

二、 体験方面

留学に来る前に 、 既に沖縄の こ と を ヽ海」 にイ メ ージ した私は、 沖縄に来たら、 や

は り そ の海の青さに感心 し た。 福建省のた く さ んの汚れて濁っ て いる海と違い 、 沖縄の海
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は綺麗で、 透 き 通 っ

て、 海岸線ではぶ く

＜ 茶 の よ う な 白

い波 しぶ き で、 だん

だん色が変わ り 、 い

ろ い ろ な違 っ た青



みが広が っ て い く の で あ る 。 そ んな綺麗で神秘な海に、 是非一度その 中 に入 っ てみたい と

思っ た私は、 よ う や く 夏休みに夢を叶えて体験ダイ ビ ン グ し た。 初 め て の ダイ ビングなの

で、 大変緊張 し たが 、 頑張 り 甲斐が あ っ て 、 私 は沖縄の青い海の底を歩 き 、 珊瑚礁を こ の

手で触れ、 彩 り の魚た ち と 一緒に泳 ぐこ と が で き る よ う にな っ た。 幼 い こ ろ か ら福建省の

海のそ ばで育っ て き た私は、 故郷の海はいつか沖縄の海の よ う に綺麗になればいい な あ と 、

祈っ てい る。 現在の 中 国 では、 経済発展の理由 で、 自 然環境が破壊 さ れ る 一方であ る 。 そ

の点で、 沖縄の よ う に 、 日 本の よ う に 、 も っ と 自 然環境保護に力 を入れた ら 、 自 然 も 私た

ち人間の心を癒 し て く れる に違い な い と 思 う 。

沖縄の海の体験の ほかに、 私 は 日 本文化に も 強

く 関心を持っ て い ろ い ろ体験 して き た。

知 り 合いの紹介を 通 し て 、 私 は 日 本の伝統文化

「茶道」 の お稽古を始め た。 週 に一 回 と い う ペー

ス でお稽古を やっ て い る が 、 さ すが に 日 本の茶道

で、 歩 き 方、 獣紗捌 き 、 お軸の拝見の仕方、 茶碗

の拝見の仕方、 お茶菓子の食べ方、

お茶の 点 て 方、 道具の飾 り 方 、 風

等々 、 それぞれ作法が あ り 、

ろ ま で丁寧に し な い と い け な い。

れ ら の 一 々 の 細 かい と こ ろ か ら

文化の繊細の美、 魅力 が発見で き る と 思 う 。

| -鱒|“懺IIIII II IÌII輝l|l|IIIIIl囀疇•
9

水 屋 の 準備 、

の 炭 の 置

細 か い と こ

し か し 、 そ

日本の 「茶道」

せっ か く 日 本に来た ので、 日 本の伝統を是非見た いな あ と 思っ た私は、 9 月 の末に奈良

や京都な どを旅行 した。 沖縄はま だ真夏で よ く 晴れて い て 、 と て も 暑かっ た が 、 京都は も

う 秋の気配で、 その 日 に雨に降 られた上に、 私 は寒々 に感 じ、 結局 日 本留学一年間で唯一一

回の風邪 を 引 い た。 し か し 、 さ すが に 「古都」 で あ る こ と 。 奈良 と 京都は、 所々 で 日 本の

伝統の美が見 ら れ、 古を偲ばせる よ う に な 極

っ た。 霧雨の 中 で静寂に立っ て い る胴回 り

を金箔で張っ た金閣寺、 白砂で築いた枯山

水が存在 し て い る銀閣寺、 青々 に綺麗な芝

生を鹿 が ゆ っ た り 散歩 し て い る 奈良公園、
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七回挑戦 し て や っ と 日 本に成功 に 辿 り 着いた 盲

目 の鑑真和尚が居た唐招提寺、 千年以上を経ても

地震に強い五重塔、等々 、いずれも 日 本の素晴 し

い文化財であ り 、現代人の心を引くとこ ろ で ある。

四、 生活方面

正直に言 う と、 寮生活は大変き っかっ た。 日 本が綺麗な国であ り 、 日 本国民が皆綺麗好

き であ り 、特に 日 本の女性が綺麗好き で世界で一番望まれる女性と言われているが、 実際

は、 女子寮はかな り ひ どいと思 う 。 玄関のスリ ッ パが散 らかっ た り 、 シン ク に使っ た食器

が置き っ 放 し に し た り、 冷蔵庫を見たら、 賞味期限が 2007 までのものがあっ た り して 、

れるほ ど であると思 う 。 会館に住んでいる留学生のこ とを羨ま しがっ てたま らない時もあ

っ た。

しか し、 振 り 返っ てみると、 やは り 寮に住んでいて 良かっ たと思 う 。 なぜな ら、 なんと

いっ ても、 日 本人学生との言語の交流や、 文化の交流な どができ るので ある。 それは正に

留学の 目 標ではないだろ う かと思 う 。 寮生活の不便なと こ ろを凌ぎなが ら、私は同 じユニ

ッ ト に住んでいる 日 本人学生と仲良くなっ た。 そ して、彼女た ち は余儀なく私の 日 本語の

先生になっ た。 例えば、 リ ビ ン グでテ レ ビを一緒に見ている時、分か らない言葉が出 た ら、

聞いた ら 、 す ぐ教えても ら っ た り 、最近多く出た家族を殺 した事件な どについて 日 本人の

深層 においての考えを議論 し た り して、 日 本語や 日本文化が素早く、 マ ス タ ー、 理解する

ことがで き て、 大変嬉 し

く思 う 。

お祭 り の時、 私た

ち は望みの浴衣を着て 下

駄を履いて 、 団扇を扇ぎ

なが ら 美 味 しそ う な屋台

を歩 き 回るのは、 かな り

興奮、 楽 しかっ た。 また、

夏が暑くて たま らない沖

縄でも、冬が訪れて寒風がピュ ー ピュ ー吹いた 中で、 寮でほかほかお鍋を食べるのは楽 し

いことで あ っ た。 特に、 寮で 「闇鍋」 とい う やや気持ち悪く した食事会があ っ たが、 とて
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も 楽 し く て忘れ ら れない。 日 本人学生な ら 「闇鍋」 はみんな分かる と 思 う が 、 中国 で はそ

ん な遊び方がないので、 面 白 かっ た。 Jレールは、 美味 し い鍋料理を満喫 した後、 電気を消

し て 、 それぞれ 自 分の入れたい も の をお鍋に入れて、 混ぜて 、 ま た電気 を付 け て隣に座っ

て い る人のお碗に入れて食べ さ せ る こ と で あ る 。 し か し、 みんな変な も の を入れて混ぜた

ので、 部屋中変な臭いが広が り 、 混ぜた も の が正体不明 で ま ず く て全然食べ ら れなかっ た。

で も 、 楽 しかっ た。

結び ：

上記勉学、 交流、 体験、 生活 と い っ た よ う に こ の一年間 の大変貴重な留学生活 を ま と め

て き た。 い ろ い ろ な不安も あ っ たが 、 財団の皆様や、 大学の先生方々 、 寮の友達、 そ して 、

沖縄で出会 っ た人々 に、 心 よ り 感謝の意 を 申 し 上げたい と 思 う 。 別れが新の ス タ ー ト であ

る と い っ た よ う に、 こ の一年間 の留学生活が終わ っ た が 、 努力 は終わ ら ない。 これか ら も

私 自 身の 日 本語の勉強、 日 本文学の研究や、 教育現場で学生への 日 本語の教授や、 そ して、

中 日 両国の交流、 福建 と 沖縄両省県の交流に、 頑張 り 続け た い と 思 う 。
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人生の友達ー 沖縄

宋 孫郁 （台湾）
『LET'S LOOK AT THE SENTENCE HERE.』 これは私が台湾で英語を教えて

いた際に、 よ く使ったセ リ フです。 英語がいくら上手に話せても、 英語教師の
仕事がいくらうま く進んでも、 心の中に一つの夢が潜んでいます。 大学四年間
で 日 本語を勉強 してきた私には、 日 本に留学することを願っていま した。 日 本
に旅行 した経験は何回あっても、 物足りない気持ちがいっぱいです。 慣れてき
た英語教師の生活に何か新 しいものが訪れたら、 人生が変わるかなと常に夜寝
る前に 自 問 自 答 していました。 ある 日 、 台湾の新聞紙に載った 『沖縄県が奨学
金を提供して、 台湾で二人を募集 しています。 』 という台湾教育部のお知らせ
を見て、 私の心に希望が湧いてきま した。 台湾では毎年六十名 ぐらいの応募者
がいますが、 二人 しか合格できないのは現状です。 この激 しい競争は私にとっ
て、 手の届かない夢と覚悟 しま したが、 一度やってみることを決意 しま した。
初めての挑戦で夢が叶えたことは今でも鮮明に覚えています。

沖縄 ーありがとう。

飛行機が那覇空港に着陸 した瞬間、 田舎が大好きな私は何の違和感もなく、
逆に親 しみを感じま した。 その後、 親切な財団の人たちがいろいろ案内 してく
れて、 心の不安もなんとか取り除けることができま した。 琉球大学の寮に着い
たら、 ぼうぼう生えている草を見て少 し ビック リ しま した。 台湾に戻ったら、
ぼうぼう した草を見かけた時に、 必ず琉大のキ ャ ンパス を思い出すと信 じてい
ます。 この よ うな複雑な気持ちで、 沖縄での留学生活が始まりま した。

財団の皆様へ 『ありがとう、 ヽ ヽ ヽ 。 』
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琉大での生活
月 曜か ら金曜までの間は 日 本語の授業を楽しんでいます。 その他に国際政治

と観光の授業 も聴講しています。 日 本語の授業の中で最も感謝したのは金城先
生の見学授業です。 石川酒造場、 沖縄県議会、 沖縄警察本部、 琉球新報社、 那
覇公設市場、 OTV テ レ ビ局、 平和記念館、 ガマなどの所へ連れてくれたおか
げで、 一層沖縄のこ と を深く認識する こ とができて、 言葉で表せない貴重な体
験で した。 小さいク リ ス マス ツ リ ーを作った赤嶺先生の授業は、 印象に残る大
変いい授業です。 石原先生の 日 本事情という授業で 日 本と外国の習慣などの差
異を分析して、 留学生が経験するかもしれないカルチ ャ ー シ ョ ックを勉強しま
した。 広い琉大のキ ャ ンパス 内で橋がかかっていることは情緒に深い風景にな
りました。 桜も静かに琉大に咲いて、 散ってしまいます。 数多くの思い出 は、
沖縄 こ そが与えてくれま した。

沖縄 ーありがとう。

酒造場の泡盛をもらって、 ありがとう。 アナ ウ ンサ ーの皆様へ Thank you! 

ケ リ ー先生へ 劇の指導、 ありがとう。 尚美先生へ 永遠の美人 日 本語教師。
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休 日 の生活

土曜と 日曜に沖縄の年間祭りに参加しましたが、特に綱引 き祭りで沖縄のカ

に心が引かれました。 私も一本の綱を記念として、 持って帰りま した。 首里城

のお祭りで貿易が盛んに行われた琉球王国時代の沖縄を覗くことができまし

た。 また、 年に二回沖縄にいる台湾人を招いてイベン ト をする台湾の大使 一李
大使のお宅でバーベ キ ュ ー や水餃子パー ティーで盛り上がっていました 。 シ

ンガポールの友達もできて、 台湾のお正月 にみんなが鍋料理をたっぷり味わい

ました。 数え切れない人々との出会い、心に感謝の気持ちで、沖縄ー ありがと

゜

ス
っ

李大使と大使の奥さ んへ 水餃子 と バーベ キ ュ ーあ り がとう ！

元気な子へ 元気に成長してね。 那覇祭へ 綱一本、感謝一生。
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おわ り に

沖縄に滞在した一年という短い期間は私にとって、かけがえのない宝物です。

この一年間、 私は 日本語を上達させるために勉強するというより、 沖縄文化を

体験しながら、 台湾と沖縄の架け橋 になる ようにいろいろなことを学んで、 吸

収しています。 台湾 に戻ったら、 英語を教える際に 『LET ' S LOOK AT THIS 

BEAUTIFUL ISLAND-OKINAWA ON THIS MAP』 と沖縄のことを台湾の生徒

に紹介したいと思います。
沖縄 ー ありがとう ！

- 41 -



う ち な一 の青い空 と 私の人生

李 楓侃 （台湾）
一年前に偶然のチ ャ ンスで県費留学生の試験を受けて合格しました。 沖縄に

来られたのは完全に奇跡だと思います。 沖縄に着いた 日 のことは今でも忘れま

せん。 空港から出た瞬間、どこまでも澄みきった吸い込まれそうな青い空が 目

に入り、この青い空に完全に惚れてしまいました。 この一年間は非常に充実し

ていていろいろな交流活動、体験活動に参加しました。 最初来た頃は小禄中学

校の交流活動に参加し、自分の国の文化を生徒達に紹介したり、ゲー ムをした
りしました。 中学校の生徒達はとても元気で、沖縄の素敵な文化を私達留学生

に紹介してくれました。 交流の経験を通じて、日 本の中学生の学校生活を理解

する こ とができました。

また、西崎養護学校の交流会にも参加しました。 障害のある学生達にどう接

して話せばよいのか行く前に少し心配で、うまく交流できるかどうか不安を持

っていました。 しかし、実際に着いたら、そのような心配は全然なくなりまし

た。 養護学校の生徒達はすごくかわいくて、ずっと私と手を繋いでいました。

一緒にゲー ムをしたり、歌を歌ったり、踊ったりしました。 生徒達はあまりう

まく話せないけれども、実際に言葉がなくても心が通じると感じました。 一 日

交流した後、みんなとすっかり仲良くなり、とても感動しました。 この交流活

動は非常に有意義でとても貴重な体験で した。

小禄中学校 西崎養護学校

沖縄には世界各国から留学生があつまり、普段琉球大学で勉強している時、

他の学校の留学生と交流する機会があまりないので、沖縄地域留学生推進協議

会が行われている留学生交流会のお陰で、他の学校の留学生と交流するチ ャ ン
スがあり、世界各国の踊り、文化を体験でき、異なる文化と言語を越えた コ ミ
ュ ニケー シ ョ ンを体感できたのはとても素晴しいことだと思います。
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留学生交流パーテ ィ ー 留学生交流パーテ ィ ー

県費留学生 10 人の中で 7 人が 日 系で、 沖縄の血を受け継いでおり、 沖縄の
ルーツを持っています。 しかし、 私はアジアの県費留学生として沖縄に来まし
た。 来る前は 「 日 系」 という言葉が全 く 分らないが、 移民の 日 の交流会を通じ
て、 地球裏の沖縄、 沖縄の移民文化、 歴史を深 く 理解でき、 本当によ かったと
思います。

移民の 日 交流会

地域の活動に参加している だけではなくて、 私も沖縄台湾会の活動に参加
しました。 沖縄台湾会とは戦前台湾に住んでいた沖縄県民が台湾に感謝するた
めに作ったものです。 参加したおじいさ ん、 お ばあさん達は子供の こ ろ台湾に
住んでいて、 台湾語が話せるので、 台湾語で話しかけたり、 台湾の昔の歴史を
聞いたりしながら、 沖縄と台湾の交流を よ り一層深めました。 沖縄県台湾会の
お じいさん、 お ばあさん達は私 よ りも台湾を愛していると実感しました。 また、
台湾の建国記念パーテ ィ ーにも参加しました。 華僑と交流でき て、 非常に忘れ
られない経験になりました。 そのほかにも、 台北駐 日 経済文化代表処那覇分処
の李処長は毎年二回、 留学生を集めて、 餃子パーテ ィ ー、 バーベキューパーテ
ィ ーを主催しました。 あまりお金がない私たち留学生は感謝の気持ちでいっぱ
いです。
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沖縄県台湾会 バーベキ ュ ーパーテ ィ ー

台湾建国記念パーテ ィ ー

琉大では 日 本語の授業だけではなく、 華道、 紅型、 茶道など授業もあります。
実際に 日 本文化に触れるこ と ができ、 沖縄の素晴 しい琉球文化が体験できま
す。
琉球大学の留学生祭りの時に、 エイ サーも踊りま し た。 最初うまく踊れなかっ
たけど、 練習すれば練習するほ どだんだん上手になりま した。 伝統的な衣装を
着て、 エイ サーの太鼓の音の響きに合わせて踊った と きは、 すごく迫力を感 じ
ま した。

紅型体験 エイ サー踊 り
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沖縄はまるで祭りの王国のようだと言えます。 首里祭り、 大綱引き祭り、 沖
縄エイサー祭り、 桜祭 り 、 那覇ハー リ ーなど一年 中様々な祭りがあります。 お

祭りが好きな私にとって、 本当に最高です。 イベン ト を通して、 多くの地元の

人々が交流を広げています。

｀ 言）］

首里祭 り 沖縄エイ サー祭 り

二月 に沖縄県主催の外国人による日本語弁論大会に選抜さ れ、 出場しまし
た。 その時は毎日一生懸命発音を練習したり、 パ フ ォ ーマンスを練習したりし

ていました。 普段は 自 分の発音の弱点とかをあまり詳しくわからないけれど
も、 先生のご指導のおかげで、 日本語のア ク セン ト がだんだん上手になってき

ました。 今回の弁論大会に参加後、 練習の成果もあり、 自 分の日本語能力 が上
達した気がします。 残念ですが、 いい成績をいただけなかったのですが、 今回

の参加経験は人生において一生忘れない経験になると思います。

この一年間の沖縄での留学生活は非常に充実していて、 この青い空の下での
思い出は一生忘れません。 沖縄で出会った人、 経験したことは 自 分の人生の一

生の宝になると思います。 財団の方、 中琉文化経済協会、 台北駐日経済文化代
表処那覇分処、 大変お世話になりました。 この一年間感謝の気持ちを 申 し上げ

たいと思います。 台湾に帰ったら、 沖縄の素晴しい文化をもっと台湾の人に紹
介していきたいと思っています。
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